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研究成果の概要（和文）： 

平成 20年度から 22年度にかけて登録した肺悪性腫瘍患者のうち再発を示さなかった 30例、

35 病変を対象とした。CTでは 3ヶ月、6 ヶ月時点で全例治療後早期を最大としてその後陰影は

縮小傾向を示していた。これに対し PDG-PETでは治療後 3ヶ月では集積は治療前と有意差はな

く、6ヶ月後で初めて治療前よりも有意差を持って集積が低下した。FDG-PETは 3 ヶ月では疑陽

性例が多く、治療効果判定に用いるのは 6 ヶ月が妥当と考えられた。 

 

研究成果の概要（英文）： 

From 2008 to 2010, thirty five tumors in 30 patients that show no local 

progression for more than 2 years were included in this study. In CT images, the size 

of ablation zone decreased after 3 or 6 months after radiofrequency ablation (RFA) 

compared to 1 month after the procedure. On the other hand, the accumulation of FDG in 

PET scan obtained 3 months after RFA, showed no significant difference compared to the 

pre-treatment image, but significant decrease after 6 months after the treatment. In 

conclusion, it is eligible that FDG-PET was performed 6 months than 3 months after RFA. 
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１． 研究開始当初の背景 

肺ラジオ波焼灼療法（Radiofrequency 

ablation; RFA）は本邦では先進医療として

行われているが、一般には普及していない。

効果判定には CTを用いて大きさを基準に行

われている。しかし RFA 後の陰影は多様であ

り大きさだけで診断することは難しいこと

がある。またこれに関連して診断が間違った

り、遅れたりする可能性が考えられる。一方

FDG-PETは形態学的診断に機能的診断を加え

る画期的な画像診断法であり、現在では肺癌

診療には欠かせないモダリティとなってい

る。しかし治療効果判定方法特に RFA後の画

像を詳細に報告した研究は見当たらない。 

 

２． 研究の目的 

 肺ラジオ波焼灼療法後の CT、FDG-PET の画

像所見を前向きに検討し、その特徴と有用性

を明らかにすることが目的である。 

 
３．研究の方法 

(1)対象 

岡山大学病院にてラジオ波焼灼療法が計画

され、臨床的あるいは組織学的に確定された

肺悪性腫瘍患者のうち①から③の項目をすべ

て満たし、④、⑤に該当しない患者を対象と

した。 

① FDG集積のSUVmax>2.0以上（あるいは縦隔

の背景集積よりも高い）の集積を示す 

② 造影CTにてCT値が造影前よりも20HU以上

上昇している 

③ 当院での外来経過観察が可能である。 

④ 腎機能、アレルギーなど様々の問題から造

影CTの施行が困難である。 

⑤ ラジオ波治療、PET撮像時の安静が保てな

い。 

(2)方法 

① ラジオ波焼灼療法 

全例展開型電極針（Boston Scientific社製、

LeVeen電極針）を用いて治療した。展開径は

腫瘍の大きさに応じて決定し、最大腫瘍径よ

りも10mm以上大きい展開径の電極針を選択し

た。焼灼は当院でのプロトコールに従い低出

力から開始、ロールオフという現象を2回生じ

るまで行い、腫瘍の近位、遠位の2カ所で焼灼

を行った。 

② 経過観察 

 CTは1ヶ月後、3ヶ月後、6ヶ月後、12ヶ月後

その後は6～12ヶ月ごとに造影CTを行った。CT

では大きさの測定と焼灼域内部のCT値を測定

し、造影効果の有無を判定した。スライス厚

は3－5mmで、造影CTは造影剤注入後30秒後と

120秒後に撮像した。 

 FDG-PETは治療3ヶ月後、6ヶ月後に撮像した。

PETでは焼灼部へのFDGの集積程度をSUVmaxで

測定した。FDGの投与量は3.7MBq/kgとし、撮

像装置はBiograph LS Sensation 16（シーメ

ンス社製）を使用した。 

⑥ 効果判定基準 

 CTにおける効果判定基準。以下の場合local 

progressionありとする。 

i) 腫瘍全体あるいは一部が増大した場合 

ii) 腫瘍全体あるいは一部の造影効果が15HU

以上みられた場合 

(3)評価方法 

 Local progression のみられた例は除外し

て、無再発群における FDG-PETでの SUVmax



を 3ヶ月、6 ヶ月時点で評価した。統計は

StatView-5.0Jを用いて、Mann- Whitney U 検

定、Wilcoxon 順位和検定をそれぞれ対応のな

い、対応のある群間で行った。危険率は 5％

未満で有意差ありとした。 

 

４．研究成果 

(1)患者および背景：該当症例は30例で、合計

35結節であった。性別は男性18例、女性12例

で、年齢は68.3±9.5歳であった。腫瘍は原発

性肺癌が8結節、転移性肺癌が27結節であった。

転移性腫瘍の原発巣は大腸16、肺癌4、肝細胞

癌3、食道癌2、咽頭癌、腎癌がそれぞれ1であ

った。平均腫瘍径は17.7±7.1mmであった。 

(2)RFA：使用したラジオは電極針の展開径は2

から4cmであった。最大出力は35から190ワッ

トで、総焼灼時間は8から51分であった。 

(3)CT：CTではいずれも治療前よりも1ヶ月後

に焼灼域は増大していたが、3ヶ月、6ヶ月と

縮小傾向であった。造影効果もいずれも15HU

以下であった。 

(4)PET-CT：治療前のSUVmaxは4.66±2.56で、

3ヶ月後、6ヶ月後にはそれぞれ4.17±2.40、

2.84±1.84であった。6ヶ月後のSUV maxは治

療前、3ヶ月後と比較して有意に低下していた。

治療前と3ヶ月後との間には有意差はなかっ

た(図1)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図1）RFA前、3ヶ月後、6ヶ月後のSUVmax 

 本研究成果は従来報告されているRFA2ヶ月

後のFDG-PETは有効であるという結果とは異

なるものであった。これはRFAの治療効果を向

上させるため次第に腫瘍そのものから腫瘍周

囲の肺実質まで焼灼するようになってきてお

り、今回の症例でも同様であった。焼灼され

た肺実質は遷延する炎症反応、肉芽腫反応が 

残存し、3ヶ月後ではSUVmaxが低下しなかった

ものと思われた。この結果からいえば治療後3

ヶ月でのFDG-PETは疑陽性が多いため控える

べきであり（図2）、6ヶ月後に判定すること

が望ましいといえる。医療経済学的にも有用

な結果と思われた。 

 

 

上段A、下段B 

図2：62歳男性、大腸癌肺転移。ラジオ波焼灼

療法3ヶ月後(A)ではFDGの集積が残存してい

る(SUVmax=3.98)が、6ヶ月後(B)では低下して

いる(SUVmax=1.98) 
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